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大
橋
崇
行
著

『
落
語
と
小
説
の
近
代　

文
学
で「
人
情
」を
描
く
』

芦 　

川 　

貴 　

之

本
書
は
、
小
説
の
実
作
を
手
掛
け
な
が
ら
も
明
治
文
学
研
究
の
最
前
線
を
走

ら
れ
て
い
る
本
学
准
教
授
大
橋
崇
行
氏
に
よ
る
二
冊
目
の
研
究
書
で
あ
る
。
前

著
『
言
語
と
思
想
の
言デ

ィ
ス
ク
ー
ル説　

近
代
文
学
成
立
期
に
お
け
る
山
田
美
妙
と
そ
の
周

辺
』（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
笠
間
書
院
）
と
異
な
る
の
は
、
落
語
を
主
な
素

材
と
し
た
こ
と
は
勿
論
、
研
究
の
前
提
と
な
る
理
論
を
冒
頭
で
大
き
く
掲
げ
た

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
文
学
や
映
画
、
演
劇
、
漫
画
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
メ
デ
ィ
ア
を
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
の
力
学
を
分
析
す
る
際
に
参
照

さ
れ
て
き
た
、
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
に
由
来
す
る
「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
理
論
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
小
説
、
落
語
、
歌
舞
伎
、
講
談
と
い
っ

た
表
現
ジ
ャ
ン
ル
を
一
つ
の
物
語
が
当
た
り
前
に
横
断
す
る
時
代
で
あ
っ
た

「
明
治
初
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
の
時
期
」（
二
三
頁
）
を
対
象
と
し
て

研
究
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
書
の
目
論
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
「
第
３
章　
「
見
え
が
た
き
も
の
」
を
見
え
し
む
る
―
―
三
遊
亭

円
朝「
怪
談
乳
房
榎
」」「
第
４
章　

メ
ロ
ド
ラ
マ
の
翻
案
―
―
三
遊
亭
円
朝「
錦

の
舞
衣
」」「
第
５
章　

小
説
を
落
語
に
す
る
―
―
三
遊
亭
円
遊
「
素
人
洋
食
」」

「
第
６
章　

講
談
・
落
語
・
小
説
の
境
界
―
―
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク
「
英
国
実
話 

孤
児
」」「
第
７
章　

落
語
を
「
小
説
」
化
す
る
―
―
談
洲
楼
燕
枝
「
西
海
屋
騒

動
」」
は
、
表
現
メ
デ
ィ
ア
の
越
境
を
中
心
に
扱
う
点
で
、「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

紹
　
介

ン
」
と
い
う
術
語
か
ら
想
像
さ
れ
る
研
究
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

は
、
十
返
舎
一
九
の
読
本
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
サ
ル
ド
ゥ
の
戯
曲
、
山
田
美

妙
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
説
か
ら
の
落
語
へ
の
翻
案
、
あ
る
い
は

そ
の
反
対
の
、
落
語
の
小
説
化
と
い
っ
た
問
題
を
、
講
談
な
ど
の
周
辺
の
表
現

ジ
ャ
ン
ル
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
そ
れ
ら
の
様
相
を
確
か
め
な
が
ら
論
じ
て
い

る
。
形
は
異
な
れ
ど
も
、
昭
和
後
期
以
降
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
隆

盛
は
、
元
を
辿
れ
ば
江
戸
か
ら
明
治
に
時
代
が
移
る
中
で
出
現
し
た
、
落
語
の

〈
近
代
〉
に
そ
の
標
本
が
見
出
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
本
書
の
見
ど
こ
ろ
は
文
学
研
究
と
し
て
の
画
期
性
に
直
結
し
て

い
る
。
と
い
う
の
も
、
従
来
、
江
戸
文
学
研
究
者
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
占
め

て
き
た
落
語
と
い
う
表
現
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
つ
わ
る
研
究
を
、「
翻
訳
」
と
い
う

契
機
を
結
節
点
と
し
て
近
代
文
学
研
究
に
開
い
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
で

注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
著
で
論
じ
ら
れ
た
山
田
美
妙
に
お
け
る
言
文
一
致
や
翻

訳
の
問
題
を
、
さ
ら
に
継
承
し
て
発
展
さ
せ
た
「
第
８
章　

翻
訳
と
言
文
一
致

と
の
接
点
」
で
あ
る
。
本
章
で
照
ら
し
出
さ
れ
た
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代

に
か
け
て
の
言
文
一
致
の
多
様
性
は
、
完
成
形
に
向
け
て
の
動
き
と
し
て
単
線

的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
な
言
文
一
致
の
可
能
性
の
広
が
り
を
示
し
て
お
り
興
味
深

い
。ま

た
、
前
著
か
ら
の
関
心
の
継
続
と
い
う
点
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
美
妙

と
同
様
に
前
著
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
坪
内
逍
遥
の
『
小
説
神
髄
』
に

触
れ
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
多
角
的
に
捉
え
て
い
る
「
第
３
章
」「
第
４
章
」「
第

６
章
」「
第
８
章
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
以
上
に
『
小
説
神
髄
』
を
中
心
的
に
取

り
上
げ
て
い
る
の
は
「
第
１
章　
「
人
情
」
を
語
る
怪
談
―
―
三
遊
亭
円
朝
「
怪
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談 
牡
丹
灯
籠
」」「
第
９
章　
『
源
氏
物
語
』
と
坪
内
逍
遥
の
「
人
情
」
論
」「
第

10
章　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
離
脱
―
―
坪
内
逍
遥
『
小
説
神
髄
』「
小
説
の

裨
益
」「
主
人
公
の
設
置
」」
で
あ
り
、
落
語
と
い
う
枠
を
超
え
て
「
人
情
」
論

が
い
か
な
る
文
脈
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
実
作
と
の
関
係

を
取
り
結
ぶ
の
か
が
具
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、「
第
１
章
」
で
「
怪
談 

牡
丹
灯
籠
」
を
め
ぐ
っ
て
の
人

情
噺
の
ジ
ャ
ン
ル
編
成
や
そ
こ
で
描
か
れ
る
「
人
情
」
の
内
実
、
さ
ら
に
は
逍

遥
の
『
小
説
神
髄
』
に
お
け
る
「
人
情
」
論
へ
の
接
続
が
論
じ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
「
第
９
章
」
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
捉
え
方
を
め
ぐ
っ
て
、
同
時
代
の
文

学
史
家
と
逍
遥
と
の
差
異
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
物
語
に
お
け
る
「
人
情
」
を

現
実
の
反
映
と
す
る
逍
遥
の
特
異
な
発
想
が
、
先
行
す
る
本
居
宣
長
『
源
氏
物

語
玉
の
小
櫛
』
に
お
け
る
勧
善
懲
悪
の
否
定
や
、「
人
情
」
を
現
実
世
界
と
結

び
つ
け
る
為
永
春
水
『
春
告
鳥
』
の
発
想
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
第
10
章
」
で
は
、「
第
１
章
」
で
扱
わ
れ
た
「
人
情
」
論
に
関
わ
っ

て
、
逍
遥
が
『
小
説
神
髄
』
で
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
倍
因
氏　

心
理
新

説
』
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
イ
ン
に
よ
る
原
著
を
主
に
取
り
上
げ
、「
第
９
章
」

で
の
議
論
の
先
に
見
え
て
く
る
人
間
の
心
理
、
す
な
わ
ち
「
人
情
」
を
い
か
に

小
説
で
描
く
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
逍
遥
の
向
き
合
い
方
を
詳
細
に
論
じ
て

い
る
。
ち
な
み
に
『
倍
因
氏　

心
理
新
説
』
に
つ
い
て
は
、「
第
２
章　
「
幽
霊
」

と
「
神
経
病
」
―
―
三
遊
亭
円
朝
「
真
景
累
ヶ
淵
」」
で
、「
幽
霊
」
と
「
神
経
病
」

に
関
す
る
同
時
代
言
説
を
確
認
す
る
際
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
前
著
以

来
の
言
説
研
究
の
方
法
が
本
書
で
も
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。「
第
10
章
」
に
話
を
戻
す
が
、
そ
の
後
半
で
は
、
従
来
の
研
究
で
軽

視
さ
れ
て
き
た
『
小
説
神
髄
』
後
半
部
に
み
ら
れ
る
「
理
想
派
」
と
「
現
実
派
」

と
を
め
ぐ
る
議
論
を
分
析
検
討
し
、
前
者
の
議
論
を
「
日
本
で
最
初
に
小
説
で

作
中
人
物
と
し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
に
つ
い
て
議

論
し
た
も
の
」（
二
七
五
頁
）
と
す
る
一
方
、
逍
遥
は
「
人
情
」
を
後
者
に
お

い
て
求
め
、そ
こ
に
「
明
治
の
世
に
ふ
さ
わ
し
い
小
説
の
新
し
い
姿
」（
二
七
六

頁
）
を
見
出
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
逍
遥
が
そ
の
観
点
か
ら
評
価

し
て
い
た
の
が
、
本
書
の
前
半
で
主
に
扱
わ
れ
た
三
遊
亭
円
朝
で
あ
っ
た
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

以
上
、
紹
介
の
密
度
に
濃
淡
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
章
に
わ
た
っ
て
手
短
に

ま
と
め
て
み
た
。
今
回
、
本
書
に
対
し
て
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、
綿
密
な
構

成
に
よ
る
一
冊
の
研
究
書
と
し
て
の
完
成
度
の
高
さ
で
あ
る
。「「
二
冊
目
の
博

士
論
文
」
の
つ
も
り
」（
二
九
九
頁
）
と
い
う
著
者
の
表
現
に
偽
り
は
な
い
。

（
二
〇
二
三
年
二
月
二
四
日
発
行　

四
六
判　

三
〇
六
頁　

二
八
〇
〇
円
＋
税　

青
弓
社
）

（
あ
し
か
わ
・
た
か
ゆ
き　

平
成
二
十
三
年
度
卒
業
生　

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
・
高
等
学
院
中
学
部
非
常
勤
講
師
）


